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平成29年度（2017年度）学校評価

学校教育目標 重点目標

　広い視野とやさしく豊かな心を持ち、真理と正義を愛し、
世界の平和と人類の福祉に貢献する人間を育成する。
　（教育方針）
①自他の敬愛と協力を重んじ、民主的な社会の形成者たるに
　ふさわしい豊かな人間性を養う。
②自主・自立の精神を養い、主体的にして責任ある行動のと
　れる人間を育てる。
③学習及び諸活動における真摯・勤勉の気風と切磋琢磨の精
　神を重んじ、個々の能力の伸長を図る。
④多様な学習によって、自らの未来を切り拓く力と創造性豊
　かな個性をはぐぐむ。
⑤故郷の社会・文化を大切にする心を培い、地域社会の発展
　に寄与する人間を育てる。
⑥木曽の豊かな自然を愛し、地球環境の未来を考える視野を
　養う。

①いじめ・体罰などのない安心かつ安全な
　学校づくりを進める。
②あらゆる分野で生徒一人ひとりを大切に
　する教育活動を推進する。
③生徒の能力や個性を伸ばし、進路希望の
　実現を図る。
④生徒会・部活動などの諸活動を積極的に
　支援し、地域社会に貢献できる生徒を育
　てる。
⑤地域社会との連携と開かれた学校づくり
　を推進する。
⑥各学科の特性を活かす教育活動を進め
　る。

　　　　　　　　　                    評価の材料・基準
       Ａ.　アンケート・評価　　【　ｱ　生徒・保護者　ｲ　教職員　ｳ　学校評議員　ｴ　その他　】
       Ｂ.　成績　　　Ｃ.　データ　　Ｄ.　活動などの状況　　Ｅ.　その他

評価項目（重点目標番号） 評価の観点
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授業内容、進度等が生徒に即した適切なものであったか。
学習の意欲・関心を引きだす内容となっていたか。
外部講師の活用などによって、魅力ある授業が展開できたか。

生徒自ら、主体的に家庭学習をおこなうことができるように指
導できたか。

補習に多くの生徒が参加したか。
学力向上、進路の実現に効果をあげたか。

授業・補習等によって、計画的な指導をおこなうことができた
か。
生徒が満足できる成果・実績をあげることができたか。

進
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進路目標の明確化

ＨＲ、総合的な学習の時間、進路ガイダンス、生徒面談、懇談
会等を通じて、進路や生き方を考え、望ましい職業観を見につ
け、できるだけ早い時期に自身の進路目標を明確にできている
か。

具体的な進路指導

３年間を見通した進路指導方針を立案し、それを実践できてい
るか。
生徒が学校見学、企業見学、インターンシップ事業等に積極的
に参加し、それを進路決定に活かすことができているか。
資料・情報を整備し、効果的に生徒に提供することができてい
るか。

進路の実現
それぞれの生徒が望む進路を実現できたか。
就職を望む生徒の希望を実現することができたか。
国公立大学に20人以上の合格者を出すことができたか。
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集団生活をとおし
て社会性の涵養

集団的な活動の中で社会の形成者を育成する教育がおこなえた
か。
学校生活全般をとおして、基本的な生活習慣を確立させること
ができたか。
情報モラルを含めたメディアリテラシーの教育ができたか。
通学時のマナー及び交通安全指導が十分にできたか。

生徒の人権意識の育成

授業や特別活動を通じて、平和や人権について考えることがで
きたか。
あらゆる機会を通じて、いじめ・差別などをなくすための人権
意識を育てる取り組みができたか。

生徒・職員の健康
管理

生徒・職員の健康状態を把握し、疾病・怪我の予防や健康維
持・増進のために適切な措置を講じることができたか。

連絡体制の完備
日常の学校生活において、保護者への連絡事項が確実に伝わっ
ているか。
緊急時に対応できる態勢がとられているか。

評価項目（重点目標番号） 評価の観点

カウンセリングの
充実

生徒及び保護者にカウンセリングを周知し、相談指導が円滑に
おこなえたか。
生徒の実態を把握し、支援の必要な生徒に対し適切な指導がお
こなえたか。
スクールカウンセラーや外部機関と緊密な連携をとることがで
きたか。

地区ＰＴＡや各委員会の活動など、ＰＴＡの諸活動が活発にで
きたか。
活動を通じて学校の様子を的確に伝え、学校への理解を深めら
れたか。
ＰＴＡ活動を通じて学校と家庭が課題を共有し、課題解決のた
めに協力することができたか。

特
　
別
　
活
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自主活動の充実と
生徒の自立

生徒会活動に対し、生徒自らが自分たちで目標を定め、自主
的・積極的に取り組めるように支援できたか。
生徒会として、生徒会員の学校生活をより向上させる努力をす
るよう、支援できたか。

地域を視野にいれ
た活動

第９回蒼陵祭に主体的・積極的に取り組み、地域にアピールで
きるように支援できたか。
地域の各種行事への参加・協力、木曽養護学校との交流等、多
様なボランティア活動を支援できたか。

地域の関係機関との情報交換をおこない、緊密な連絡がとれて
いるか。
学校評議員や地域からの意見を受け入れる体制ができたか。
保護者、地域住民などに対する授業公開ができたか。
保護者や地域住民などが見学できる各種発表会を開催すること
ができたか。
中学校での進路講演会などを通じて、学校の状況を十分に伝え
ることができたか。
体験入学に多数の中学生が参加したか。

地域との連携
開かれた学校づくり

情報発信

学校の教育活動に関する情報が、生徒・保護者・地域に素早
く､適切に発信できたか。
ホームページの内容を充実させ、魅力的なものになっている
か。
スクールマガジンを通して、学校の様子をアピールできたか。


